
                              平成 1３年 12 月 

先 生 各 位 

 

 

検査実施料に関するご案内 
 

 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わり

厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび保医発第 280 号にて検査方法の追加および注釈の変更がありましたので、下記のとおり

ご案内いたします。今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

敬白 

 

記 

 

《 適 用 日 》   平成 13 年 12 月 1 日 

 

《 内   容 》 

１）検査方法の追加 

検 査 項 目 
実施料・ 

判断料区分 

医科点数表

区   分

追加された

検 査 法
備  考 

ヒト心臓由来脂肪酸

結合蛋白 

（Ｈ－ＦＡＢＰ） 

230 点 

生化学的 

検査(Ⅰ) 

（145 点） 

「 D 0 0 7 」

血 液 化 学

検査の「33」

免疫クロマト

グラフィー法

ヒト心臓由来脂肪酸結合蛋白（H-FABP）は急性

心筋梗塞の診断を目的に用いた場合のみ算定す 

る。 

ただし、ヒト心臓由来脂肪酸結合蛋白（H-FABP）

と同区分のミオグロビン精密測定を併せて実施 

した場合は、主たるもののみ算定する。 

ヒト心臓由来脂肪酸結合蛋白（H-FABP）は 

ELISA 法又は免疫クロマトグラフィー法による。

※ 本項目につきましては、現在のところ免疫クロマトグラフィー法では受託しておりませんが、従来より保険適用の ELISA 法  

（検査コード 3158）で受託いたしております。 

 

２）注 釈 の 変 更  

検 査 項 目 
実施料・ 

判断料区分 

医科点数表

区   分
備  考 

乳頭分泌液中 CEA 

精密測定 

360 点 

生化学的 

検査(Ⅱ) 

（126 点） 

「Ｄ００９」

腫瘍マーカー

の「17」 

乳頭分泌液中 CEA 精密測定は、乳頭異常分泌患者に対して非腫

瘍性乳癌を強く疑って、乳頭分泌液中の CEA を測定した場合に

算定する。 

※※ 注釈中より「マンモテックを用いて」という語句が削除されました。 

※※※ 本項目につきましては，現在のところ受託しておりません。 

 

 


